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【はじめに】 

萌芽更新後のコナラをきのこ原木として利用するに当たっては、コナラを伐採して 137Cs

濃度を確認する必要がある。伐採の手間を減らするために、ドリルにより幹の一部を採取す

ることで幹全体の 137Cs濃度を簡易的に推定する方法を検討した。また、枝葉および幹の 137Cs

濃度の季節的な変化傾向を明らかにするとともに、枝葉から幹 137Cs 濃度を推定するにあた

っての季節的な影響を確認した。 

【調査方法】 

（１）幹への電動ドリル貫入による幹 137Cs 濃度の推定 

原発事故直前に伐採し、その後に萌芽更新したコナラ林において、2023 年 5 月に 6 本の

コナラを伐倒し、高さ 1mから 1 m 間隔で最大 7 m の高さまで幹円盤を採取した（計 29 枚 

直径は 5 cm 以上）。各幹円盤において、樹皮から円盤の中心までドリルを 2 方向から貫入

して木くず（コア試料）を採取した。幹円盤とコア試料の 137Cs 濃度を測定した。 

（２）枝葉による幹 137Cs 濃度推定にあたっての季節的影響 

先述の林分において、6 本の標準株を設定し、2022 年 6 月 13 日（初夏）、9 月 7 日（晩

夏）、11月 7 日（秋）、2023 年 2 月 1 日（冬期）の 4 回サンプリングを行った。各サンプリ

ングでは葉、枝(12～20mm)、幹の樹皮と材、コア試料を採取し、各試料の 137Cs 濃度を測定

した。 

【結果及び考察】 

（１）幹への電動ドリル貫入による幹 137Cs 濃度の推定 

コア試料と幹の 137Cs 濃度の関には高い正の相関が認められた。このことから、事故後に

萌芽更新したコナラであれば、コア試料から幹の 137Cs 濃度を推定できる事が確認された。 

（２）枝葉による幹 137Cs 濃度推定にあたっての季節的影響 

葉の 137Cs 濃度は初夏から秋にかけて低下するのに対し、幹の樹皮と木部の 137Cs 濃度は

初夏から晩夏にかけて増加し、秋から冬にかけて低下する傾向を示した。また、枝を利用す

ることで、葉に比べて季節の影響をより受けずに、幹の 137Cs 濃度を推定できる可能性が示

唆された。 
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